
いちごドリルプリント

中国・四国地方 名前

問1 瀬戸内地方は、年間を通して降水量が少なく、晴天の日が多いことで知られています。このような気候が形成される地形的な理由として、最も
適切な説明はどれですか。 （2020年 長野県公立入試 類似）

1. 冬の北西季節風を中国山地が、夏
の南東季節風を四国山地がそれぞれ
遮るため

2. 飛騨山脈と木曽山脈が日本海から
の湿った空気を遮り、乾燥した風が
流れ込むため

3. 南側に高い山地が存在しないため
、太平洋からの湿った空気が雨を降
らせずに通過するため

4. 冬の北西季節風を四国山地が、夏
の南東季節風を中国山地がそれぞれ
遮るため

問2 瀬戸内海に面した愛媛県などの地域に見られる気候の特色と、その特色を活かした農業の状況について説明したものとして、最も適切なものは
どれですか。 （2022年 佐賀県公立入試 類似）

1. 夏の季節風の影響により年間を通
じて降水量が多く、広大な平野を活
用した大規模な稲作が盛んで、農業
産出額の半分以上を米が占めている
。

2. 年間降水量が2500mmを超える多
雨な気候を活かして、平野部を中心
にビニールハウスを用いた野菜の促
成栽培が盛んで、農業産出額の半分
以上を野菜が占めている。

3. 冬に季節風の影響で雪が多く降る
気候を活かし、夏でも涼しい標高の
高い地域において、キャベツなどの
高原野菜の栽培が盛んに行われてい
る。

4. 年間降水量が約1300mmと比較的
少なく、温暖な気候と水はけの良い
傾斜地を活かしたかんきつ類などの
果実栽培が盛んで、農業産出額の約4
割を果実が占めている。

問3 広島県周辺の統計において、広島市のような都市部と大崎上島町のような離島部を比較した際、現在の離島部に見られる人口や世帯構成の特徴
として最も適切なものはどれですか。 （2023年 兵庫県公立入試 類似）

1. 都市部からの高齢者の移住が相次
いでいるため、総人口は増加してお
り、それに伴って単身世帯の割合も
急激に低下している。

2. 総人口が減少する過疎化が進む一
方で、高齢化率が都市部より高く、
高齢者の独り暮らしによる単身世帯
の割合も増加傾向にある。

3. 合計特殊出生率が急激に上昇した
ことで、15歳未満の人口割合が都市
部を上回り、単身世帯の割合は減少
している。

4. 若年層の流入により核家族化が進
んでいるため、高齢化率は低く抑え
られており、単身世帯の割合も都市
部より低い。

問4 四国地方の東部に位置する徳島県の産業構造において、統計資料上、就業者割合が25.3%と高い数値を示し、全国平均と比較しても盛んである
といえる産業分野はどれですか。 （2021年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 観光資源を活かした宿泊・飲食サ
ービス業

2. 都市機能の集中による情報通信業 3. 化学工業などの分野を中心とした
製造業

4. 果樹栽培や水産業を主体とする農
林水産業

問5 1988年に、岡山県と香川県を島々を伝って結ぶ「本州四国連絡橋（児島・坂出ルート）」が完成しました。これにより本州と四国が陸路で直接
結ばれ、物流や人の移動が劇的に変化することとなりました。この時に開通した橋の名称として正しいものを選びなさい。 （2018年 鹿児島県公立入試

類似）

1. 明石海峡大橋 2. 瀬戸大橋 3. しまなみ海道 4. 青函トンネル

問6 島根県東部における1989年と2019年の工業団地の分布を比較すると、近年は新しく整備された自動車専用道路（国道9号・54号のバイパス等）
の沿線に工業団地が目立つようになっています。このような工業の立地傾向について述べた文として、正しいものはどれですか。 （2024年

島根県公立入試 類似）

1. 労働力を確保するため、駅前など
の鉄道の利便性が高い場所に集約さ
れた

2. 騒音問題を避けるため、交通量の
多い道路沿いから鉄道沿線へと移転
が進んだ

3. 大型船の入港を前提とした重化学
工業が、内陸のバイパス沿いに進出
した

4. 高速道路網の整備にともない、製
品の搬出に適した道路沿いへの立地
が進んだ

問7 日本の諸地域のうち、中国地方に位置する島根県に関する説明として、県庁所在地の特徴に触れたものとして正しいものはどれか。 （2024年

愛媛県公立入試 類似）

1. 県名と県庁所在地名が異なり、県
庁は水戸市に置かれている。

2. 県名と県庁所在地名が異なり、県
庁は松江市に置かれている。

3. 県名と県庁所在地名が一致してお
り、県庁は松江市に置かれている。

4. 県名と県庁所在地名が一致してお
り、県庁は島根市に置かれている。

問8 ある地域の地形図において、標高約332mの山頂であるA点から、海岸沿いの平坦地であるB点までの断面図を作成する場合、等高線の読み取り
方とその結果として得られる地形の記述について、適切なものはどれですか。 （2017年 和歌山県公立入試 類似）

1. A点付近は等高線が密集しており
、断面図では高い位置からB点に向か
って急激に標高が減少する曲線にな
る。

2. A点付近は等高線の間隔が広いた
め、断面図では低い位置から始まり
、B点に向かって標高が急上昇する。

3. A点とB点の等高線の間隔は等しい
ため、断面図では一定の傾斜を持つ
なだらかな斜面として描かれる。

4. A点とB点の中間地点で等高線が最
も密集しているため、断面図では中
央が最も盛り上がった地形になる。

問9 石見銀山に関する歴史的・地理的な特徴の説明として最も適切なものを、次のうちから1つ選びなさい。 （2026年 徳島県公立入試 類似）

1. 東海地方の静岡県に位置し、江戸
幕府が成立した直後に銀が枯渇して
すぐに閉山しました。

2. 四国地方の高知県に位置し、主に
銅の産出地として明治時代の殖産興
業を支えました。

3. 中国地方の島根県に位置し、産出
された銀は海外にも輸出されて世界
経済に影響を与えました。

4. 東北地方の岩手県に位置し、金鉱
床とともに大規模な機械化採掘が戦
国時代から行われました。

問10 広島県の工業において、製造品出荷額の36.2%を「機械工業」が占めている背景や理由として、適切な説明はどれですか。 （2020年 千葉県公立入試

類似）

1. 自動車の製造や造船などの加工組
立型産業が集積しているため。

2. 石油化学コンビナートが集中し、
プラスチックなどの生産が最大であ
るため。

3. 高速道路沿いにIC（集積回路）を
生産する電子部品工場が集中してい
るため

4. 広大な農地を活かした食料品加工
業が県の全域で発達しているため。

問11 日本の国内貨物輸送において、1980年代から現代にかけての輸送手段別の割合の変化をたどると、鉄道や内航海運が減少する一方で、現在は全
体の約半分を占めるまでに成長し、最も高い割合となっている輸送手段は何ですか。 （2024年 岐阜県公立入試 類似）

1. 内航海運 2. 自動車（トラック）輸送 3. 航空輸送 4. 鉄道輸送

問12 ある統計資料において、果実産出額が497億円に達し、近隣の県や三重県などの他県と比較しても非常に高い数値を示している県があります。こ
の県では、瀬戸内地方の温暖な気候を活かして、みかんなどの柑橘類の生産が盛んに行われています。この特徴に合致する県はどこですか。
（2019年 三重県公立入試 類似）

1. 愛媛県 2. 和歌山県 3. 青森県 4. 宮崎県


